
◆◆ 沼田市役所 ☎ 0278-23-2111  ◆◆

 空間放射線量測定結果（測定日：11月6・7日　地表100㌢で測定、単位：マイクロシーベルト／時間）テラス沼田0.07、
利南地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 0.05、池田地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 0.06、薄根地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 0.06、川田地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 0.06、白沢支所0.05、利根支所0.07
1002608

　飼い主のモラルの低下から、犬や猫の飼い方に関す
る苦情が多く寄せられています。ルールとマナーを守り、
周りに迷惑を掛けないように愛情を持って飼いましょう。
飼えなくなってしまった場合は、責任を持って新しい飼い
主を見つけましょう。

犬や猫を正しく飼いましょう

○犬を放し飼いにしないで
犬は昼夜を問わずつなぐか、おりの中や室内で飼い

ましょう。散歩にはリード（引き綱）を必ず付けましょう。
○散歩のマナーを守り、環境美化に努めましょう

散歩には袋やシャベルを携帯し、「ふん」は必ず持
ち帰り、おしっこをした場所には、水を掛けて薄めま
しょう。
○鳴き声・悪臭にご用心

鳴き声などで近所に迷惑を掛けないように、適度な
運動をさせ、無駄にほえないようにしつけましょう。飼っ
ている場所も清潔にしましょう。
○犬・猫を捨てないで

十分考えてから飼い、子犬や子猫が生まれても育てら
れないと分かっているときは、飼い主の責任で去勢・不
妊手術を受けさせましょう。動物を捨てたり、世話をし
ない、けがをさせたりした場合は「動物の愛護及び管理
に関する法律」により処罰されます。
○近隣の犬・猫の相談

犬や猫に関する相談は、群馬県動物愛護センター（☎
0270-75-1718）までお問い合わせください。

問合せ　環境課環境保全係☎内線 3075
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冬
の
青
少
年

健
全
育
成
運
動
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間

■
推
進
目
標
　
県
民
総
ぐ
る
み
で

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
取
り
組
も
う

　「
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
県
民
運
動
」

を
推
進
し
、
地
域
と
家
庭
で
子
ど

も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

▽
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ど
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を
有
害
情
報
か
ら

守
る
た
め
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フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

の
設
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と｢

ペ
ア
レ
ン
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
（
保
護
者
に
よ
る
制
限

･

見
守
り
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が
必
要
不
可
欠
で

す
。

▽
家
庭
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
利
用
の

ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

～
ル
ー
ル
の
例
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①
利
用
目
的
や
使
い
方
を
決
め
る

②
夜
○
時
以
降
は
情
報
通
信
を
し

な
い

③
悪
意
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
を
つ
く

ら
な
い

④
個
人
情
報
や
悪
口
を
書
き
込
ま

な
い

⑤
困
っ
た
と
き
は
必
ず
親
に
相
談
す

る

⑥
時
々
、
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を

見
直
す

■
青
少
年
相
談

友
達
や
学
校
、
職
場
、
家
庭
の

こ
と
な
ど
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
本
人
、
保
護
者
、
関
係

者
な
ど
、
ど
な
た
か
ら
で
も
受
け

付
け
ま
す
。
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３
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ト
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援
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協
力
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礼

　
市
内
外
を
問
わ
ず
、
多
く
の
人

か
ら
の
ご
協
力
に
よ
り
、
３
９
３

万
５
千
６
２
４
円
の
義
援
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。
お
預
か
り
し
た
義

援
金
は
、
７
月
31
日
に
在
日
ト
ル

コ
大
使
館
へ
全
額
送
金
し
ま
し
た

こ
と
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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課
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係
☎
内

線
３
１
０
３

沼
田
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

12
月
10
日
（
日
）
か
ら
16
日

（
土
）
ま
で
は
、「
北
朝
鮮
人
権
侵

害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。
国
民

的
な
課
題
で
あ
る
拉
致
問
題
を
は

じ
め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
に
対
し
て
、
関
心
と
認

識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
北
朝
鮮
に
よ
る
「
拉
致
容
疑
事

案
」、「
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で

き
な
い
事
案
」
に
関
す
る
情
報
提

供
な
ど
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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０
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Ｈ
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致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
事

案
に
係
る
方
々
」
を
参
照
）
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メールはこちら

に
参
加
し
て
い
る
人
ま
た
は
興
味

が
あ
る
人

講
師
　
㈱
Ｆ
Ｌ
Ｓ

申
込
方
法
　
12
月
27
日
（
水
）
ま

で
に
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
連

絡
先
（
住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
）
を
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
入
力
し
て
く
だ
い

問
合
せ
　
企
画
政
策

課
政
策
推
進
係
☎
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線
４
０
３
５

目指そう目指そう
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調

査

家
屋
調
査

　
取
り
壊
し
た
家
屋
の
確
認
や
、

新
築
・
増
築
し
た
家
屋
の
固
定
資

産
税
の
評
価
額
を
算
定
す
る
た
め

に
、
市
職
員
が
訪
問
し
て
家
屋
調

査
を
行
い
ま
す
。

　
来
年
１
月
１
日
に
現
存
し
て
い

る
家
屋
に
は
、
引
き
続
き
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
内
に

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
忘

れ
ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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０
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～
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１
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募

集

　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ホ
ッ
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
「
ぬ
ま
た
ん
家
」
に

登
録
し
て
い
る
団
体
の
活
動
を
、

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。今
回
は
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る「
沼
田
ハ
ッ
ピ
ー
ポ
ー
ル
」

が
、「
ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
づ
く
り
～
み
ん
な
で
楽
し
く

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
～
」
と
題
し

第
12
回
ち
ょ
こ
っ
と

体
験
教
室
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て
行
い
ま
す
。

と
き
　
12
月
16
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
テ
ラ
ス
沼
田
６
階
会
議

室
６
０
２

※
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
須
賀
神
社

で
行
い
ま
す

講
師
　
茂
木
り
な
さ
ん
（
沼
田

ハ
ッ
ピ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
チ
）

定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
12
月
13
日
（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
ホ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぬ

ま
た
ん
家
☎
２
２
・
８
４
４
４
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
２
５
・
３
０
２
８

日
本
語
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
日
本
語
教
室
な
ど
で
の
学
習
支

援
に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

日
本
語
を
通
じ
て
外
国
の
人
と
地

域
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養

成
し
ま
す
。

と
き
　
来
年
１
月
13
日
～
２
月

１７

日
の
土
曜
日
（
全
６
回
）
午
前
10

時
～
正
午

と
こ
ろ
　
テ
ラ
ス
沼
田
４
階
防
災

会
議
室
４
０
１
・
４
０
３

定
員
　
15
人
（
先
着
）

対
象
　
全
６
回
参
加
で
き
、
地
域

の
日
本
語
教
室
な
ど
の
学
習
支
援

◇冬の暖房に木質ペレットストーブを活用して
みませんか

　今回は、化石燃料を使わない暖房「木質ペレッ
トストーブ」についてご紹介します。沼田市では
購入に対する補助制度を実施していますので、ぜ
ひ、導入をご検討ください。
○燃料は「木」

木質ペレットストーブは、木質ペレットという小
粒の固形燃料を使います。こ
れは、おが粉や、かんなくずな
どを圧縮成型したものです。
薪と比べると、燃焼効率が良
い、着火しやすい、運搬や保管がしやすいといった
メリットがあります。
○ストーブの特徴
・木質ペレットストーブの多く
は、燃料タンクが内蔵されてお
り、ペレットが自動で供給され
ます。
・火力が強いため、寒い地域の
暖房に向いています。
・壁に通した吸排気管で空気
を屋外から出し入れする方式の
ものでは、臭いや煙が出ず、高
気密住宅にも設置可能です。
○カーボンニュートラルな暖房

木材のエネルギー利用は、大
気中の二酸化炭素濃度に影響
を与えない特徴を持っていま
す。木材ならではの暖かみを感
じながら、地球温暖化対策に
貢献できます。
○補助制度

本市では、木質ペレットストーブを設置する世
帯に最大５万円の補助を行っています。設置前の
申請が必要となりますので、事前に窓口にご相談
ください。
問合せ　環境課環境政策係☎内線3071

個
人
向
け

上
級
救
命
講
習
会

　
緊
急
時
に
役
立
つ
心
肺
蘇
生
法

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法
を
身
に
つ
け
大

切
な
命
を
救
い
ま
し
ょ
う
。
上
級

救
命
講
習
会
で
は
、
普
通
救
命
講

習
会
の
内
容
に
加
え
、
搬
送
法
・

固
定
法
な
ど
が
加
わ
り
、
専
門
的

な
講
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
き
　
来
年
１
月
26
日
（
金
）
午

前
９
時
～
午
後
６
時
（
８
時
30
分

受
付
）

と
こ
ろ
　
利
根
沼
田
広
域
中
央
消

防
署
（
高
橋
場
町
）

定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
　
12
月
25
日
（
月
）
～

来
年
1
月
25
日
（
木
）

※
費
用
は
無
料
で
、
受
講
者
に
は

講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ

中
央
消
防
署
☎
２
４
・
１
７
３
４

申し込みはこちら
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